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1. 背景と目的

 近年，日本のアサリの漁業生産は減少傾向にあり，

アサリの安定生産確保のために各地で漁場の整備，種

苗の移植・放流が実施されている．大分県佐伯市を流

れる番匠川河口域もかつては良好なアサリ漁場であっ

たが，1994 年頃を境に漁獲量が激減した．その後数年

不漁が続いていたが，大分県海洋水産研究センターに

よる調査結果 1)を整理すると(図 -1)，アサリの個体数

密度はここ数年回復傾向にある．

そこで我々は，アサリの生息分布と物理・化学条件

の関係を明らかにすることを最終目的とし，アサリ資

源が回復傾向にある番匠川河口域において，アサリの

生息状況と水質，底質環境を調べる観測を実施してき

た 2,3)．本研究では，2007年 11月に実施した底質調査の

結果について，特に Chl.a 濃度とアサリの生息分布の

関係に着目して考察した．

2. 現地観測概要

観測は，2007 年 11 月 13 日（中潮)に行った．調査地

点は，図 -2に示す様に河川部と海域に計 18 点設けた．

これらの地点において採泥を行い，アサリの個体数密

度，底質直上水の塩分，水温，Chl.a 濃度，および底質

1cm のChl.a濃度，Fheo.濃度，AVS，強熱減量 ,底質の

間隙率，粒度分布を調べた．底質直上水の水質測定

は，塩分水温計（アレック電子社製，COMPACT-CT)，
クロロフィル濁度計(同 COMPACT-CLW)を，また採泥

にはエクマン・バージ採泥器を用いた．強熱減量は土

の強熱減量試験「JIS A 1226」に，粒度分布は土の粒度

試験「JIS A 1204」に従った．また，Chl.a，Fheo. 濃度

の測定には吸光度法，AVSの測定はH
2
S検知管（GasTec

社）により行った．

3. 現地観測結果と考察

3.1 直上水の水質および底質の調査結果

 観測結果をまとめて表 -1 に示す．まず直上水に関

して，水温はどの地点も概ね 20~21℃を示し，大きな

変化は見られなかった．塩分も全ての地点が 30 以上

であったが ,1~2km 地点の干潟域では他の地点に比べ

底質 C h l . a に着目した

番匠川河口域におけるアサリの生息分布特性

図 -1　番匠川河口部のアサリ個体数密度の遷移
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図 -2　現地観測の調査地点

表 -1　現地観測結果
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1992～2002年でのアサリ個体数密度(ind./m2)の遷移

1km

2km
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福岡

大分

底質

Chl.a(mg/m2) Fheo.(mg/m2) 強熱減量(%) AVS(mg/gDW) 間隙率n
1 29 32.3 20.7 1.36 63.4 60.6 1.9 0.0032 43.9
2 0 31.3 20.4 0.50
3 0 31.3 20.5 0.44 15.0 13.0 2.1 0.0000
4 0 32.8 21.0 0.48 20.3 14.5 2.2 0.0000
5 19 31.9 20.7 0.52 28.3 13.7 1.7 0.0000 50.2
6 83 32.8 21.0 3.12 39.9 38.2 2.6 0.0195 47.9
7 0 30.9 20.1 0.51 27.4 9.9 2.0 0.0000 48.8
8 0 32.9 20.9 2.25 57.0 77.1 2.5 0.0144 48.5
9 0 33.0 21.0 0.62 3.7 0.0000 39.5
10
11 86 33.4 21.2 0.58 71.9 103.2 4.0 0.0000 48.3
12 0 32.5 20.6 1.15 41.5 5.7 2.1 0.0000 42.7
13 19 33.1 21.2 0.62 60.2 66.3 2.6 0.0000 55.0
14 200 33.1 21.1 2.52 52.5 36.5 3.2 0.0072 49.1
15 0 33.3 20.9 1.16 13.2 8.1 2.3 0.0000 47.5
16 0 33.4 21.5 1.30 19.1 6.9 2.7 0.0000 51.1
17 0 33.4 21.4 1.12 45.7 11.8 2.5 0.0000 45.2
18 0 33.4 21.1 0.71 29.2 10.7 2.4 0.0000 48.7
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図-5　2002，2006，2007年のChl.a濃度とFheo.濃度の関係

（青色は2002年，緑色は2006年，赤色は2007年を示す）

図 -4　Chl.a 濃度と Fheo. 濃度の関係
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図‐3 2007 年 11 月のアサリの分布状況

て若干低い傾向が見られた．一方，C h l . a 濃度は

0.44~3.12 g/Lの範囲で低い値であったが，アサリの生

息が確認された地点では相対的に高い値を示してい

た．

　次に底質の調査結果について，強熱減量は

1.7~4.0%，AVSは0~0.0195mg/gDWであり，いずれも小

さな値であった．一方，Chl.a 濃度および Fheo. 濃度は

それぞれ13.2~63.4mg/m2，5.7~103.2.mg/m2と大きな幅を

持ち，特にアサリの生息が確認された地点で高い値を

示す傾向が見られた．

3.2 アサリの生息分布

　2007 年 11 月におけるアサリの生息分布を図 -3に示

す．今回の調査では河口航路部（測点 14），河口 0.0km
付近の河道部（測点11,13），1.5km地点の河道（測点6）
および左岸干潟部（測点 5）においてアサリの生息が

確認された．今回生息が確認された地点は，測点 6 を

除き過去の調査 1~4) においても生息が確認されており

（図 -1 参照），アサリの生息可能な条件が整っている

水域であると推測できる．一方，河口沖（測点 15,16）
および河口砂州東側（測点 17,18）では今回の調査で

もアサリの生息は確認できなかった．

3.3 アサリ生息の有無と Chl.a濃度および Fheo.濃度

の関係

　Chl.a 濃度はアサリの餌料となる付着性藻類を代表

する指標であることから，アサリの生息を制限する指

標とも考えられる．そこで，アサリ生息の有無とChl.a
濃度および Fheo. 濃度の関係を調べた．

　2007年11月の底質1cmのChl.a濃度およびFheo.濃度

の関係を，アサリの生息域と非生息域に分けて図 - 4

に示す．アサリ非生息域では，Chl.a 濃度および Fheo.
濃度の間に明確な相関はみられず，Fheo. 濃度は 20mg/
m2 未満であった．一方，アサリの生息域では，Chl.a濃
度と F h e o . 濃度の間に強い正の相関が確認された

(R2=0.8481)．アサリ生息域では，飼料としての付着成

藻類（Chl.a 濃度）が豊富であり，その結果 Chl.a の酸

化分解物である Fheo. 濃度も増加し，正の相関が見ら

れたと考えられる．

　以上の関係について過去の観測結果 2,3 ) を合わせて

考察を行った．図 -5に 2002年，2006 年および 2007年
の Chl.a濃度およびFheo.濃度の関係を示す．2002年お

よび 2006 年では，生息域と非生息域に関して 2007 年

に見られた関係は確認できなかった．これは観測を実

施した季節（2007年は秋季，2002，2006年は夏季），底

質の粒度分布等が異なること，その他の物理的な制限

要因が働いているためと考えられる．

4. 結論

　本研究により得られた知見を以下に示す．

(1)アサリ生息域と非生息域で底質直上水の水質に大

きな差異はなかったものの，底質の Chl.a 濃度と Fheo.
濃度の高い地点にアサリが存在する傾向が見られた．

(2)底質の Chl.a 濃度と Fheo. 濃度の関係を調べた結果，

アサリ生息域では両者に強い正の相関関係が見られた

のに対し，非生息域では相関は見られなかった．これ

はアサリ生息域では飼料としての付着性藻類が豊富で

あり，その結果 Chl.a の酸化分解物である Fheo. 濃度も

高くなるためと考えられる．
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